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陽子線照射中に生成する陽電子分布を，チェレンコフ光計測で画像化することに成功 

－陽子線治療の精度向上に期待－ 

 

【ポイント】 
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古屋陽子線治療センターの歳藤利行博士らの研究グループは，名古屋陽子線治療センター



   

図１ 今回の研究で得られた 105.9MeV（左）と 221.4MeV(右)の陽子線照射で生じた陽電子

の分布画像（オレンジ色）。白黒の四角い部分がアクリルファントム。 

 

【成果の意義】 

今回，陽子線の照射で生成する陽電子の分布を高い空間分解能で得ることに成功しま

した。この研究成果は，陽子線治療の線量評価や陽子線治療装置の精度管理などに利用

されることが期待されます。 

 

【用語説明】 

チェレンコフ光：電子や陽電子などの粒子が，物質中を光速より速い速度で運動するとき生じ

る発光。CCDカメラで画像化することが可能である。 

陽電子放射型断層撮像法：腫瘍の診断で用いられている，いわゆる PET のことで、陽電子を利用

した断層撮影技術である。PET 装置を用いて，陽子線を照射したとき生じる陽電子を画像化するこ

とで，線量分布の情報を得ようとする試みがなされている。 

空間分解能：画像診断装置がどこまで細かい構造まで分解できるかを表わす性能。この数値が小

さいほど，画像上の細かい部分を分解して撮像することが可能となる。 
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